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摘 要

文 献

渚 言

木材の吸漁性に関係する因子は多々あるが材自身の性質に開しては,木材組織の竜的並に餅 勺相遵

及野札 細胞の大小,_細胞膜の厚薄及構造等の物理的乃至解剖PtJJ性質の外,木材茸質の成分飢戒はも

とより各稜化合物の木材中の存在状態,′､相互閲係等所謂化笹的性質が考-られる｡

本研究は之等の動 木材資質の化挙的性質と吸敵性との関係を明かにせんとするものであって,木

材をアルコ｢ル ･云ンゼン,冷水,熱水,アルカ.リ,シ-ルツエ氏解離液等で抽出虚理を行ない,そ

の材の吸液性の襲化を検討し,その一端に考察を加-やうとするものである.抽出虚理によって木材

嬢或成分を失ふのみでなくその事によって解剖的乃至物理的性質に影響を及ぼすものであり,之等の

性質の壁化が木材の吸漁性に関係する事は言ふ迄もない｡然も抽出物は単一の成分に限られす,文武＼ ＼

料によって異る成分を合有するものであるから本質験結果は特定の疲分と材の吸敵性との明確な関係■

を示すものではなく,之等の抽出虞理と材の吸漁性との開拓を示すものである｡

句本研究は文部省科垂研究費の-部に依って行ろたものであることを附記して深甚の謝意を敦す

る｡

Ⅰ アル コール ･ベンゼ ン抽 出庭理の影響

党づ木粉をアルコILル･ベンゼンで抽出し之と無塵理木粉との吸敵性を比較検討した｡アルコール

･ベンゼンによって木材から抽出'きれる成分は樹脂,精油,油脂,蝋質,タンニン,色素;アルカロ

イド,配噂髄及び苦味質等である｡ ､
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濁簿

: 1 '賢
(1) 供試樹櫨 :アカマツ,スギ,ヒノキ,

第 1表 テルコール･ペソゼソ抽出率

錘 樹

/∫

轡 方 法

ヒバ,ブナ,イスノキ,ケヤキ,カツラ,キリ,コナラ,

コクタンと杏棉とを用ひたo

7iルコ二ル･ペy-ゼ懲 *'Z 一芸 32= 誌 j芸芸 誓崇 ,誓 :.1讐 …

ンゐ等量混合液を用払て脂肪抽出器で抽出した.各試料

の抽出率は第1表の通りである.

-(3)′吸渦賛助用の木粉 :上記の如くして作嘩Lた虚理

木粉及無慮理木粉を療準師の80メッシュを通過100メ.ツ

シユ止りの粒径の範囲に飾別し,之を吸漁試験用の木粉

とした｡ √

㈲ 吸洩賛助方法 :次の二榛の富験を行った｡･
(イ)24時間の艶繰

上記の吸鴇鷺駄用e?無塵理及虚理木粉を70oCで匝畳
と-して略等畳 (約1g)宛をとり,之を小型のシャーレに入れその表面を均平にし略飽漁状態のデシ

ケ-ク-の中に入れでこのデtJb･-♂-を平均気温約15Ocの貰験堂内に24時間放置して秤量し吸漁

率を算定した｡

(tZ) 吸漁経過

アカマツ,ヒノキ,ブナ･コナラ.の4樹種に就いて (イ)と同じく70oCで恒量とした略等量 (約

0.1g)宛の同一樹櫨の無塵理及虎理木粉を2重の トーションバランスの夫々の靖下皿に同時に入れて

針で木粉の表面を均平にし2人の測定者によって重量変化を1時間測定し準O此の際の温度は窒準で

渦度は吸漁速度を大ならしめる馬に馬下皿を囲った小堂内の掃下皿の下方に水を湛-た小器を匿いた.

2 茸 験 結 果 及.考 察

各榛の材に就いて其の吸漁性を比較検討するには材の吸液性に著しい影響をもつ材の比重を考慮の

外に置く吸蔵率よりも,材の単位容積嘗わの吸着水分量を示す水分密度によるのが合理的であるが,

本質験の如く同一樹種vt就いて抽出虚理による吸敵性?奨化を検討するには逆に細胞の大いさ,細胞

膜あ厚さ等の木材構造?差異に基く材の比重を考慮の外にした吸漁率で示すこどが却って愛常やある
l

と考へる｡故に本研究の全ての茸験結果は吸漆率で比較検討することとした｡

(1) 賛助結果

(イ)24時間の吸漆＼ ▲
第2表に示す如く,各樹種共ブルコ-ル･ベンゼンの等量混合液の抽出によって,_いずれ･も共の吸

液性を増加する｡ 只比較に用ひた木棉のみが低下したの産抽出虚理によって凝集固給したことによる

ものと恩はれる｡アル.コール･ベンゼン抽出鹿野による吸漁率の増加の割合は樹種によって大中に異

92%から35%牲及ぶカ亨之と抽出率との間にLは明らかな関係は見出し得ないム ′

(-ロ) 吸海経過 '

琴の経過は 第1臥 に示す如く何れも敬涯速度はアルコ-ノL･ベン車ン抽出虚理木粉が無塵琴木粉

もg '



梶田 ｡中戸 ･'木材の吸親睦に及ぼす二三抽出虜理の影響

第2表 24時 間 後 の 吸 損 率

･24時 間 後 の 吸 損 率

t魔 等妨 馴 (2)/(1)
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よりも大であるO

(2) 考磨･
､ll.J･'､

前述せる如くアルコール

｡ベンゼンの抽出物は樹脂,

ー精油,油断 櫨質,クンニ

､､･ン,色 素,アルカロイド,

配膳健及び苦味質等であ高

が其の申アルカロイド,配

精 髄及苦味質は緩雅な化

合物と.して廉く植物界に存

在するが,主として泉質了

種子,樹葉,樹皮及花等に

含まれ木材質吟分布する事は極めて稀で少数の特殊の樹種疫限られ幹且それらの樹種に藤てもその量す･P
第 1固 吸 碍 経 一遇 I
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は僅少である｡

タンニンはアルコールによって抽出される外,後に述べる冷水,熱水及1%苛性ソーダによって溶

出される特殊成分である｡ 主として樹皮に含まれて普遍的に分布するが材部にも存在し,時として著

畳存在することがあり,本署験の供試村中ではナラ虜が敬% も合有すると云はれてゐる｡植物懐中

q)色素については東海充分な化撃的研究は途げられてゐないがフラグオン酸,ベンツオフエノン酸,
i.

クマリン誘導建,キサント誘導臥 アントラキノン誘導鯉及ヂヒドFビラ､ン誘導機等に分類され,ク

芯ルセチン,エマク1)ン,オイキサンチン酸,モ7)ンドン,へマ ト千㌢1)V等の構造が明かにせられ

てゐる｡之等の色素は樹皮,樹葉了花等に多く含まれ材質に於ては主として心材に存在し木材の色相

を呈するものであるO供試材中で色の願著なも-Oはコクタン,イスノキ,スギ,コナラ,カツラ等で

あるP

も酬 旨,蝋質及樹脂,精油は共に種々の有機溶剤及後述するアルカリによって抽出せられる｡有機溶

剤の種類によって抽出量に差異を生じ其成分も樹静,部位,立地等により相違する｡有機溶剤抽出液･･■■

､より油脂及蝋質と樹脂及精油とに分離することは容易でない馬･革に抽出量として短畢するを普通と

ーするが大隠に於て樹脂は油脂よりも含有量が大きい｡樹脂は精油と共に存し樹皮に含まれるものが多

い承木材に含まれるものとしては安息割 凱 癒唐木等の他,最も主要なのはマツ屡の樹脂即放胆で,
㌔

･傭此の他針葉樹に多Vlo樹脂は主として甲 旨溝に存在-Lその成分は種類によって異なるが樹脂酸,樹

脂アルコール,樹脂エステル等の各種の混合物である｡精油は木材質に,樹脂と共存するが畢猫でも

各種の植物標の凡ゆる部分に汎く分布するもので多数の化合物の混合物で千差寓別である｡油脂の成

分はオレイン酸,1)ノレイン酸,パルミチン酸,リノ-.ル酸等が奉げられ,髄質は木材質よりも樹皮.

樹某に存する事が多い.

本質.験の供試材のアルコール ･ベンゼンによっ七抽出された成分は上記木材化笹の知見に従ふと針

葉樹 (アカマツ,ヒバ,ヒノキ,､スギ)捧主として樹脂,精油,油脂等でスギは此の他に色素を併合

し潤莱樹は主として色転,タンニンであると概括的にいひうる｡
ゝ

木材中の含有物質は一般に水分の移動を困難ならしめるもので殊に樹脂,精油等を多量に含んでゐ

るものは,水分の凍散及蒸饗を困難ならしめ,乾燥速度が遅く一度乾燥すれば水分吸着の速度も叉遅

い藩はタイワンヒノキ,Do壷laもfir其の他に就て樹脂分の多い材と少ない材との比較貰験で認めら

れ七ゐる之ころであるが,本質験に於てアiL,コール ･ベンゼンで抽出した結私 樹脂,精油が抽出されi

ると恩はれる了やマツ,ヒバ,ヒノキ等の針葉軌 色素,タンニン等の主として抽出されるヲクタン,

･コナラ,千.),示ヤキ,-カツラその他の潤葉樹,並に樹脂,色素等の抽出されるスギ等は抽出虚喪に

よってその水分吸着力を増大する結果となった｡之は細胞膜に渉透して細微間隙を充してゐる樹指分

を坤出することにより,又色素,タンニン等の成分を抽出する事によ'つてセル ロースの Vander

WaalSの力の一部を切 り離す結果となり,水分子の吸着を容易ならしめるものであって,材中に存在

する卿 旨,傭油,色素,タンニン等は材の吸演力に封しては負に作用するものと考える｡侍アルコー
i

ル･ベンゼン抽出魔理によって材の吸漁性の増大する割合はその抽出率の大小と明らかな関係を見出

･し得なかつ如 言,之は材中に含まれてゐる樹脂分の存在状態や,アルコール･ベンゼンによって袖田

細 る成分e?棲琴及割合等が痕櫨によって異なる事kよる･ものと考えられるQ ､

/ /.
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/
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梅田･中戸:木材の吸潟性に及ぼす二三抽出魔鹿の_影響

Ⅱ 冷水及熱水抽出庭理の影響
I

冷水によって溶解される木材の成分はグルカン,マンナン,ガラクタン及ベント-ザン等のヘミセ

ルロースであそが抽出される量は幣 て僅少忙過ぎないO-此の他特殊威墾 してはタン-ニγ,色素,
アルカロイド.配精髄及苦味質等の極く.一部が抽出される.熱水抽出物も之と略同一であるが此の場い,,

合は-ミセル12-スが､コロイド状となって溶解される馬に冷水の場合よ9もその抽出量が多い｡斯様

に主と~して僅少のへ主′セルロースを抽出する冷水及熱水抽出虚理によ?て材の吸敵性は如何掛 こ奨化

するかを検討しようとす､る?が本富験の目的である｡■

.' 1 賓 験 方 .一 法 .
I

A(1) 供試樹塵及試料の櫨類 :ヒノキ及ブもの木粉 (粒径2mm以下)の外之と比較の意味に於て試

片 (ヒノキのみ,標準8mm立方;二方柾木取り表面飽仕上げ)及ベニヤ単板 (厚さはヒノキ 1.5

mm,ブナ 1･Omm,大い草は 20mmx307hm)を各5個宛用hた｡′

以下全ての茸験甲樹種及試料は同じである｡

(2) 冷水抽出虞理 :木粉は Schorger法による冷水抽出を行った｡即木粉2gを250cc界e_)ビーカ
/

ーにとり蒸滑水 200ccを却-之を貰膝蓋内に時々振婆しっ ｣48時間放置した後滅過し冷水む以て充J

分洗准し乾燥秤量してト務め枠づておいた試料の含水恵を勘案して無水試料に封する抽出率を封瀞 し

た｡試片及ベニヤ単板は之を冷水中に浸漬して時々振準し,且毎日1回水を取り巻-て10日射蓋内に
I

放置し乾燥秤量して抽出率を封算した｡各試料の平均抽出率は第 3表の如く木粉の抽出率はべごヤ革

第一3表冷水抽出率(%)

木 粉

.試 片

ベニヤ単板

板や,試片に比べて著しく高く六二ヤと試片と性格近似してゐ7,.

(3) 熱水抽出虚理 :木粉は Schorger法による熱水抽出を行った｡

ブナ､即木粉2gに水100ccを加へ3時間還流煮沸を行ひ滅過して熱水洗源

第4表 熱水抽出率 (%)

し乾燥秤量したb試片及ベニヤ革板は之に約50倍容の水を加-訳片は

9時間,ベニヤ単板は9時間還流煮沸を行ひ熱水で充分洗准して乾燥
∫

秤量したOい､ずれも橡め秤っておいた試料?含水量を勘案して無水試

料に封する抽出率紺 算した｡各試料の平均抽出壷は第4表の通りで

ある｡ /

㈲ 吸洩茸験 :上述の如くして作製した虚短木粉と無塵理木粉は療

準筋で80-100メツシ-の範囲に粒径を規垂したものを,叉ベニヤ単

板は同一試料の虚理前及魔理後に就て,試片は簸虚理と虞理試料に就

て次の3櫨顎の吸漁比較茸 験を行った.～

(イ)24時間の吸漁 :其の,方法はアルコふル ｡ベンゼン抽出虞理の場合と同様であるが,月蝕洩状I

態のデシ示-クーを20oCの恒温辞に入れて試料の外気の線度と同晦にその温度をも一声にしたo

(ロ) 吸漁経過 :前茸験と同様であ̀る｡ l＼L

(-)温度20oC,洩度60%及び100%の外乗車での恒量の測寧･'(イ),と同様の方法で200C,60%

及100%の外来保件中での各試料の21日後の重量を称 り之を夫々の恒量と見徹し声o以下全て吸漁性

の比較は上記3櫨の貰験に依る事とした｡ ､
:.I
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2 茸 験.結■果 及 考 察

-(1)賓験結果
第5表に示す如く吸漆極限値に近いと思はれる

も冷水及熱水抽出木粉がヒノ車,ブナ共に棺低く無塵理試料との善は含水率で冷水抽出試料はヒノキ
ノ1

1･5%,ブナ0･4%で,熱水抽出試料はヒノキ､1.9%,ブナ0.8% でその低下年書蛤 は熱水抽出試料は

冷水抽出韓料よりも梢大をく,ブナはヒノキよりも小さVT｡･
′

第5表 無塵理と冷水及び熱水抽出虞埋試料との吸損率 (%)

芸 芸表芸ot%og;芝慧 芸冨芸芸芸芸芸芸芸警三三

(括弧内の数値は夫 の々無塵埋試料の贋に封する比を示したものである0)

200C,60% の外気中更の恒葦及20Oc,100%での24時間の吸漆では冷水及熱水虚理試料と無塵理

試料とは極めて近似し,熱水抽出試料は冷水抽出試料よりも何れも精小さい.

吸線速度 (此較時間は30分)はヒノキ (第2囲)は熱水>冷水>無慮理!ブナ (第 3囲)は冷水>
無塵理>熱水の順でと,)千,ブナ共に森永抽固試料は無塵理試料よりも吸漁速度が梢大きいが熱水捕

出試料はヒノキでは最も大きくブナでは最も小さい.何れもその差は小さく前述の200C,60% の外

気中での恒量及200C,100%.での24時間の吸漁の結果とは略合致する｡

F俺比撃の馬た行った試片及ベニヤ廃校では次p如き結果となったO

(イ)_試片 :最大吸爆撃では木粉の結果~と同じで虚理試片はいずれも低下しその差は含水率で冷水
.メ

虎理では1.5%熱水虞理では1.7k であって低下の割合は冷恥 熱水虚理共に木粉のそれと同じであ

る.24時間の吸液及200(〕･,60% の恒量では虚理及無鹿茸木粉は略同値であったに反して慶理試片は

著しく低く,其の差は冷水魔理試片では含水率で約2%で熱水魔理試片では更拓僅かに大きい｡晩渦

14 1
′
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梶田ノ･ノ中戸:禾財の吸塵性に及ぼす二≡抽出虞理の影響ニ

の速度は之等の結果とよく合致し無慮理>冷水>熱率の順であるがその差は極めて小さいo最木吸滅

率以外の結果が木粉のそれと合致しないのは試片は木粉に較べて水分の鯵透に封する抵抗が大きく,

その吸着の遅いことを示すに外ならないO

第 等､固 吸 韻 経 過rEI

▲

T

▲

↑

吸

濡

牢

0
さ

lS_

(ロ) ベニヤ畢板 :最大吸損率では木粉Jと

同様の結果を示してゐる力学その低下の割合は

いずれも梢小さい｡之はベニヤ畢板はその製

作工程牢於て既に冷水,熱水,アルカリの抽

出魔理と同様の過程を経てゐる事に因るもの

と考へる.24時間吸壕及200C,_60%での恒

量は略木粉と同様の傾向を示し吸漁経過も文 一

大略合致する｡′

(2)>考-,輿

木材は大部分高分子の多糖類で構成せられ

第 3固 吸 一泊 経 過



永由顧鹿･盛2醜 (転出)

耳奉るがその高級衆水化物の主要なものはセルp-ス,マン3-:ンJ,ガラクタン,ベント ザン等であ

る.ヘミセルロースとはセルロース以外の之等の高級衆水化物の線種として E.Schulzeによって命

名されたものであってその物理的叉はイヒ撃的性質の一部が梢類似する各種の化合物を包含するもので

ある｡

前述せる如ぐ,冷水及熱水によって抽出される主要な′ものはベント-ザン,ガラクタン,マンナン

及グルカン等のヘミセルロースであって,その量は何れも少ないが熱水は吟水よりも精多量に抽出さ

れる｡ ､ 一 ､ .

主として之等のへミヤルロースを抽出する冷水及熱水抽出廃理によって木材質の吸敵性は上記茸験

結果の示す如く著しい変化を認められなか't)たが,其の最大吸蔵量は棺低下し初期の吸洩速度は殆ど
～

変化しなや.又冷水抽出よりも,より多量甲へミセ/レロースを失ふ熱水抽出虚理の此の傾向はよ一り強

いと云払うる. 之は-ミセルロースの平均重合度は材の主要成分であ､る'kルロースのそれよりも低く

水分子を吸着Lやすいもあであ'わ,斯様な成分が抽出される事によるものであって,その抽出量の大

きい熱水抽出虚理が冷水抽出虎理よりも此の影響の大きいのは常然の事であり,冷水及熱水によって＼

へミセルロ｣ズの他色素,7)ダニン等の材の吸漁性に負の作用をするであらちと恩はれる成分をも少
ヽ

量抽出するにも拘ら丸 虞理によってその帝大吸蔵率を梢減少せしめる療巣になる事は材の吸液性に
で l

.及ぼす材中のぺミセルロースの影響が正の作用である事を示すと一息はれる｡

m L7/Vカ二月由出盛理の影響

アルカ,)'によって木材から油田せられるものは熱水による抽出威倉と同一∴即主としてへミセルロし

･一子であるが熱水よりも造かに多('抽坦せられ,叉其の他に7)ダニンの一部がアルカ1)1)ダニンとな

ぶ って溶解せられ叉捌 旨,精油,′池指,塊質等の一部も鹸化溶解せられる. 斯様な成分を抽出する7ル
Lf屯

カ1)抽出魔痕によって木材質の吸敵性が如何紅奨化するかを検討しや51とするものである.-T

l 薯 験 方 法

アルカリ抽出法 :Schorger法にi:るアルカJ)抽出法阜こ張った｡即2gの木粉を250cc容のビーカ
ーに操り,1%の NaOHIOOcc､を加へ時計皿を以て之を覆払沸騰せる湯煎中に1時間放置して温浸

し滴過し熱水,2q%酷酸,冷水の順序によく洗源した後,乾燥秤量し絶乾試料に封する抽出率を算出
＼

した.倫試片及ベニヤ単板も木粉に準じて行ひ,その温浸抽出時間は夫完3時聞及2時間とした｡各

第6表 アルカリ抽出率 (%)

粉

片

板畢ヤニ

大

試

べ

試料の抽出率は第6表の通りである｡

供試樹種,試料の種類並に吸洩比較賞験法は綿貫験と同様である｡

2 驚 敏 結 果 及 考 察 ､

二(1) 普験結果

第7表に̂示す如く略最大吸液量に達したき思はれる200C,100%の

外気中での恒量ではアルカ7)抽出試料は無塵理試料よりも大きくその

増加の割合はヒノキ11%.ブナ14%,其の差は含水率でヒノキは2~.8%でブナは3.8%である｡

200C,60孝の外気軒での垣竜及200C,100%での24時間ゐ吸漁で'はヒノキ,ブナ共に魔理木粉は
梢低いが其の差は小さいO

76
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梶田･申戸:木材の吸鴇性に及ぼす二三抽出成型の影響

第7表 無塵理及びアルカ.)抽出虞埋試料の吸損率 (勉)

200C100%

の恒 量

.ヒ ノ キ 無 塵 琴
アルカリ抽出

26.4(100)

29.2(111)

23.6(100)

26.0(110)

24.0(loo)･一
28.1(117)

｢

ブ ナ
無 塵 理

アルカリ抽出

26.2(100)

30.0(114)

25.0(10G)

29.8(117)

吸漁経過は第2,3園に示す如く叔 線速度はヒノキは廃理木粉が大きく,ブナは無塵理木粉が大きい

が30分後には略等しぐなる.

倍比較の馬に行った試片及ベニヤ単板の結果は ‥頂

(イ)試片 :最大吸漁率では木粉と同様の結果を示し,其の増加率は不野の11%に封し僅かに低く

10%である｡24時間の吸漁200C,60% の恒量セは虞理試片が著しく低く吸蔵経過も叉同様の絡果と

なってゐるが之は前茸験と同じ原因にもとづくものと恩はれる. t . ＼

(p) ベニヤ単板 :最大吸漁率では木粉よりも抽出虚理による増加率が大きいが其甲他の傾向は木

粉と略一致してゐる｡最大吸漁率の差はベニヤ単板は既にその製伸工程に放て冷淡,熱水,アルか1)○

虚理をうけておb更に本質廟の抽出をうけたことによるものと考-るO
.博一

㈱ 考 察 ､

テルカリによって抽出される主要なものは前述した通り,次の三種の成分である｡(イ)熱水抽出よ∫

りも多量のへミセル｡-スを抽出する｡ (p-)アルコー-ル ･ベンゼン抽出と同様に樹脂,-精油,油脂,

岨質等の-部を鹸化溶解するo(-)リダ ニ,(の一部をアルカリリグニンとして抽出す去.

他面アルカ7)虚理によってβ-及γ-セルPplスの一部は溶解せられると共に加水分解を受け,lLa-

ヤルロースの僅少考部分も次第に加水分解せられ或ひは酸化を件?て′β一及 γ-セルp-夫に奨化し,

次いで可溶性となって抽出されるが比較的虚理時閲の短い且 NaOH の濃度の低い本茸験の抽田魔理

では此の心配は寵いものと考-る｡即アルカ7)で抽出された主成分はその抽出によって材の吸漁性を

上昇させる樹脂,精油,油脂,蝋質等と,逆に吸漁性を低下させるヘミセルロースの外にリグニンのI

一部であって之等の成分を抽田するアルカ7)虚理によって材の吸敵性は前述した様に牧場極限桁は含

水率でヒノキは2.8% ブナは3.8% と著しく上昇する結果となったム

之は木材の吸漁性を上昇せしめるアJLコール･ベンゼン抽出虚理と同-の成分である樹脂,常的等

を抽出し,女木材の吸漁性を梢低下せしめる熱水抽出虎理と同じ成分であるへミセル.,--ス五才拙･.L

更にはアルカリリグニンの一部の抽出等の綜合された結果であり,又之等の成分が13-19%もの多量
li

17
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ノを溶解抽出せられる事によって木材の組緑に弛緩を生じセルp-~ス結晶格子問の距離を増大しその分

子間力が窮まり水分子の鯵透吸着が容易になった結果であると考へられる.

Ⅳシユノアヅ-氏解離液庭理の影響
シユル?干氏解離液虎理によって木材は也 レロース以外の諸成分を抽出する｡此ゐ粗略ではあ毎 号ノ

簡便なセルP,-ス解離液を用ひて試料を主としてセルアースのみとしてその艶敵性の劉 ヒを検討する

事とした｡

1 茸. 陵 方 法

シュルツエ氏解離液魔理法 :シュルツエ氏解離液 (1gの聾葉酸加里を50cc'の碑酸広路かしたも

･ の)中に試料 (木粉2g)を入れて フロログルチン反厳がなくなるまで (1週間う放置し,後之を熱

水で充分に洗推して乾燥秤量したC試片,ベニヤ単板の浸漬日数は夫々2,3週間やあった.其の減歩

率は第8表あ如しC
第8表 シュルツエ氏解離液
庭理による減少率(%)

ブ.ナ ･

木 : ′粉

試 片

ベニヤ単板

供試樹庫試料の棒類並に吸醸比較茸除法は 丑,Ⅱの前賢験と同様で

ある｡

2 苦 海 結 果 友 考 察
r-

t(1) 衰験結果 ､

52.6 第9表に示す如く略最大吸損に蓮したと息はれる20Oc,100%の外

~ 泉下の恒量ではシュルツエ氏解離液虚理試料は無塵理試料よりもヒノ

キ30% ブナ37% 高く夷の差は含水率でヒノ手は7.9% ブナは9.2%であって著しく大きい｡

第9表 無塵理及びシュルツエ氏解離液虎理試料の吸損率 (%)

20oCIOO%
ヒ ノ キ

無 塵 理

虞 ′ 理

26.4(100)

34.3(130)

23.6I(100)

30.0(127)

23.6(100)

31.5(133)

20oC,60% の外気中での恒量及 200C,100%での24時間の吸漆では爾樹静共盛理試料は無塵理試i

料よ･りもいず れも低く,:吸液経過も第2,3国に示す如く概ねシ-ルツエ氏解離液魔理試料の吸韻速

度は低い｡ l

試片及ベニヤ甲板の結果は次の通 りである0
I

18 ㌦
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･梅田 ･申戸 :木材の吸鴇 牲Vt及ぼす=三抽出虞理の影響
○

(イ) 試片 :最大吸洩率の増加率は木粉と殆､ど-致するが低渦度に於ける恒量,L.74時間の吸洩並に

吸痕経過は虚理試片程低いことは前2種の茸験と同様である.

(ら) ベニヤ単板 :最大吸漁家の増加率はヒノキ,ブナ共Vt木粉よ摘 痛商いが之は前2相のベニ
J

ヤ革板野場合と同様の原因によや-ものと考-る｡

(2)一考 察

㌢･-んッェ氏解離液によって木材はセルロース以外の諸成分を殆ど失ひセルロースも叉β-及γ-セ

ルロースの二部が溶碍され a-セルロースの一部が分解される｡斯様な魔理をうけた試料の吸液性は

前述せる如く無塵琴試料に較べて最大吸洩率は著しく増大し,その吸漁連鹿家低渦度での吸紺 生は逆

に著しく低い結果となった｡

之はセルロースの一部が分解されて低重合度のも･のになる事及セノしロース以外の義軍成分である7)

かニンノをはじめ多くの成分の抽出によってキルロニス包被物が失はれ木材の組織は弛緩してヤルロー

ス格子間距離や其の他の細微間隙が横大される事等によって水分子の吸着が著しく増大されたものと
ノ

考へられ,シ- ルツ耳氏解離液虞理による木材質の吸液性の奨化カミセ,しロー夫と奉材質との吸敵性の

差異に因ると云ふことは云払得ないがセ}レロース以外のリグニン,ヘミセルロース,樹脂其rt)他多量

の成分の木材の吸敵性に封する綜合された作用は負であると云ひ得,叉ア),i,カリ抽出虚理及本質験の

結果からセルPTス以外の主賓成分である･7)′ダニンはキルロースよbも吸液性は低く材仝髄の吸液性ュ

/喝は負の作用をするものではない声ゝと考へられるo

摘 要

･以上の結果を要約するに木粉については,I

1･アやマツ,tブナ以下11樹稜につい七茸験した結果,アルコール･ベンゼン抽出魔理によって材
の吸漁陸は増加しその割合と抽出率との紺係は明らかでない｡ .

2.ヒノキ･ブナについて茸験した結果 (以下の虞理は此の2樹種に就いて行った)は冷水吸熱水

油出盛理紅よって著しい吸液性の奨化は認められなか?東がその最大吸液量は梢低下し且冷水塊選はi

少も熱水虚理の影響が稗大きい｡
l

<3･ア,㌣カリ(1% NaOH)抽出魔理によっ転材の最大吸蔵量は聾しく (含水率でヒノキ 2.8%,

ブナー3.8%)槍大したが初期の吸塵速度には著しい差異が見られなかった｡ ●

4.シ-}レツエ氏解離液虞理にJよって最大吸液量は著しく (含水率でヒソキ7.9%,ブナ9.2,06)増I
Ll

和し低含水率の吸液性は逆に著しく低下した｡

〔附〕 アルコール ･ベンゼン抽出虚理以外の賓験に就いて木粉と比較の馬に試片及ベニヤ単板を試

料とした結果は -
tニ

5.ヒノ手の試片 (8mmx8mmx8mm)に鹿いては最大吸滴量は木粉と同程度の増減率を示し

たが低含水率の吸敵性は木粉より･は著しく低や結果となった｡之は試片は木粉に較べて水分の浸透に

抵抗が大きい事に因ると恩ほれろ.
/

6-.ヒノキ,ブナ,-ベニヤ単板の最大吸鴇畳の増減率は木粉に較べて常に相大きい値を示し低含水

率の吸敵性は略木粉と同一であった.r之はベニヤ単板は既kその製作工程に於て冷水,熱水,アルカt.

リ等によって虞理されてゐる事,並に試片よりも準かに水分の浸入に封する抵抗の少ない事によると

-19
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考へる｡ ･

'本質験方法では木材の吸敵性に及ぼす個々の化畢成分の影響を検討し得ず,之が馬には更に適確な

将来の茸 験に侯たねぼならぬカ亘以上の驚験結果に関して一膝次の如く考察した｡

1.7ルコ~-ル･ベンゼン抽出虚理

抽出魔理による吸漁性の増大卵 胞 膜に浸透してその細微間隙を充してゐた樹脂分や色素,タンテ!

ン等が抽出される事によってセルp-スの分子間力を切 り離す結果となり水分子の吸着が増大するこ

とになるもので材中の之等の成分は材q)吸敵性に封して負の作肝をす阜ものと息はれる.･

2:冷水及勲永抽出魔理亀一 一

(イ) 抽出魔理によって主としてセル77-スよりも平均重合度の低い-ミセルロースが少量抽出さ

れる事に因って材ej最大吸液塵が楕低下するものと考へる｡

(ロ) ヘミセルロースの材の吸漁陸に及ぼす影響は正の作用であると思はれ考｡

3･.アルカリ-(1%NadH)抽出頗理 ＼∫

･抽出魔理性よって最大吸液量が著しく増大するのはヘミセルロース,樹脂,精テ軌 リグニン其の他

が抽出された事による他,多量の抽出によって木材組織が弛緩して水分子の浸透吸着が容易になった

事に因ると考へる｡

4･シテルツモ氏解離液魔理 ､

(イ) 抽出虚理によって最大吸液量が著しく噂大した事は主としてTjダニン其の他のセルロース以

外の多量の成分が抽出され,セルロースの包被物が失はれた事に因ると考へる｡

(p) .)ダニンゐ吸敵性はセルロースのそれよりも低く材の吸敵性には負の作用をするものと恩は

れる｡ `

Risum6,

Thehygroscopicpropertiesofwoodi)owdet′o‡someusefultree-species,whichis,

respectivelyextractedwithもenzol-alcohol,coldwatker,hot心aterorcausticsod.a,Ortreated'

☆iehtheSchulze'stmacerationli包uid,areinvesti畠atedaLndcomparedwiththoseof.untreated

woodpowder. ＼′

Theresultsareasfollows;

1.Theextractingtreatmentwithbenzo1-akoholpromotesthehygroscopicityofwood,†
buttherateoftl蛍Sactionandthepercentageofextractionhasnocorrelation.

I.2･Theextractionwithcoldorhotwaterdiminishessomewhatthehygroscopicityof
wood,andthein軌lenCeOfthelatteris′larger.

3･The.extractingtreatmentwithcausticsod寄(1%)pr?motesconspicuouslythe･●
hygroscopicityofvjoodandthèdiffe肥nCeOfmoisturecontentbetweentreatedand

tlntreatedwoodis2･8% in"Hinoki…(Chamaecypari畠ObtusaSieb･et-zucc･)and3･8% in

"Buna"(FaguscrenataBlume).

4.Th-etreAtmentoftheSchulze'Smacerationliquidalsopromotesconspicuously

thehygroscopicityandtheequilibriummoisturecontenttreachesupto34-35% at20.C

放IdarelativehumiditylO0%.

Inorder-tocomparewiththeabovementionedresultsofwoodpowder,testIpieceof

20
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solidwoodof"Hinoki''andveneerof_"Hinoki''andr̀BunaHarerespectivelyextracted

withcoldwater,hotwaterorcausticsQ.da, ortreatedwiththeSchdlze'smaceration
till

liquid,andtheyare◆Comparedwithuntreatedsamplesaboutthehygros00picproperties.
ヽヽ

I
Theresultsareasfollows,' 1

5･Concerningthe/testpi句:e(8mmx8mmx8mm)ofsolidwoodof"HinokiM,its＼

changeofthemaximum absorbing.Capacityof.moistureisasmuchasthatofthewood

powder,butitshygroscopicityattowhumidityislowerthanthatofthewoodpowder.

6.ConcerningtheveneerofりHinoki"and〟Bum ",itsmaximumabsorbingcapadty

ofmoistureislargerthanthatofthewo()dpowder;anditshygroscopicityaHowhumidity

charigesasmuchasthatofthewoodpowder.
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